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                        ２０２０年５月１０日（日） 

                 千葉骨髄バンク推進連絡会 

             会長 梅田 正造 

第３０回総会資料 

 千葉の会の１９年度の活動実績と 

今後の課題    

会場：船橋市勤労市民センター 

コロナ感染防止のためＺＯＯＭ会議とする。 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

千葉骨髄バンク推進連絡会の紹介①  

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

 私たち「千葉骨髄バンク推進連絡会」は、白血病をはじめとする
血液疾患の患者さんを救うため、ドナー登録の推進や日本骨髄バン
クを支援する活動を続けているボランティア団体です。また、造血
幹細胞移植医療体制の充実を訴え、県民の皆さまに骨髄バンクにつ
いて正しく理解して頂くための普及活動も行っています。 

 当会は、９１年２月に結成され、現在に至っています。会員は患
者関係者、医療関係者、一般ボランティアで構成されています。             
そして一人でも多くの患者さんとその家族が笑顔を取り戻す日が来
るように、医療講演会・相談会及びチャリティコンサートの開催、
各地の健康まつりや市民まつり等での宣伝活動、ドナーの骨髄提供
環境の向上のために関係機関への改善の要望、千葉県のドナー登録
者２万人を目標に献血併行登録会の開催、パンフレット・会報の発
行による社会啓蒙活動などを行っています。 

 また、千葉県の公的機関である千葉県造血幹細胞推進協議会にボ
ランティア団体の代表として参加しています。 
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千葉骨髄バンク推進連絡会の紹介② 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 
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千葉骨髄バンク推進連絡会の紹介③ 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 
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全国骨髄バンク推進連絡協議会① 

特定非営利活動法人・全国骨髄バンク推進連絡協議会 
(略称：全国協議会)には、日本全国で骨髄バンク推進の 
ために草の根運動を展開しているボランティア団体が 
会員として加盟しています。 
その加盟団体は主に都道府県単位で一つの団体を構成 
しています。2020年3月現在の加盟団体数は37団体、 
協力団体24団体で、全国でボランティア活動を推進して 
います。 

千葉骨髄バンク推進連絡会（千葉の会）は、全国骨髄バンク 

推進連絡協議会の会員です。 

千葉の会の梅田正造会長は、全国協議会の副理事長を務めて 

います。また厚生労働省の造血幹細胞移植委員会委員、造血 

幹細胞移植医療体制整備事業選定_評価会議委員、日本骨髄 

バンクの評議員、千葉県の造血幹細胞移植推進協議会委員等 

に就任しています。 

仲田順和 会長 
（１３年６月就任、 
 醍醐寺座主） 

全国骨髄バンク推進連絡協議会の紹介 

田中重勝 理事長 
 （１７年７月就任） 

梅田正造 副理事長 
 （１７年７月就任） 
  千葉の会会長 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

役職 氏　名 所　管

会 　長 仲　田　順　和 （醍醐寺座主）

副会長 渋　谷　俊　德 （会社社長、一般社団法人会長）

副会長 東　井　朝　仁 （元厚生労働省、一般社団法人理事長）

副会長 野　村　正　満 （放送作家、元運営委員長、前理事長）

理事長 田　中　重　勝 全体統括、ブロックセミナー（東海北陸）

副理事長 村　上　忠　雄
協議会会計、渉外（東日本、要望時対応）、「白血病と言われたら」編集委員、
事務局支援

副理事長 若　木　　　換
患者支援（佐藤きち子基金）、東京マラソン（事務局支援）
ブロックセミナー（関東甲信越）、設立30周年記念大会担当

副理事長 梅　田　正　造
東京マラソン（統括）、協議会ニュース編集、ホームページ、
事務局支援

副理事長 山 村 　詔一郎 協議会ニュース編集、渉外担当（西日本）

理 　事 菅　　　早　苗 患者支援（基金総括）、ブロックセミナー（東北）

理 　事 加  藤      弦 19年12月逝去　　（ブロックセミナー（北海道））

理 　事 笠 原　千夏子 協議会ニュース編集、ブロックセミナー（関東甲信越）

理 　事 北 折　健次郎 WBMT対応、国際交流（医療アドバイザー）

理 　事 山  口　明  大 協議会ニュース編集、ブロックセミナー（中四国）

理 　事 浅　野　祐　子
患者支援（こうのとりマリン基金）、「白血病と言われたら」編集委員、
ブロックセミナー（近畿）

理 　事 辻 　　枝　雄
患者支援（志村大輔基金）、「白血病と言われたら」編集委員、
ブロックセミナー（九州）

監　事 陽　田　秀　夫 （一級建築士、元運営委員長）

監　事 一　樂　邦　彦 （弁護士）

全国骨髄バンク推進連絡協議会② 

全国骨髄バンク推進連絡協議会の紹介 

役員と所管 任期 ２０１９年７月１日～２０２１年６月３０日 



全国骨髄バンク推進連絡協議会 

全国骨髄バンク推進連絡協議会③  

全国骨髄バンク推進連絡協議会の紹介 

１．骨髄バンクの普及啓発とドナー募集支援活動 
 
２．患者・家族の支援活動 
  ＊病気情報ハンドブックの発行・配布 
  ＊白血病フリーダイヤルの設置・運営 
  ＊患者支援基金による経済的助成活動 
 
３．ドナー支援活動 
  ＊パンフレットの配布 
  ＊ドナーサポートトダイヤルの設置・運営 
  ＊ドナー休暇・助成制度の促進活動 
 
４．骨髄バンク及び医療充実の要望活動 

主な活動内容は、以下の４つです。 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

日本骨髄バンク、血液センター、県、千葉の会の関係 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

日本骨髄バンク 
 
  

登録会全体指導 
登録会説明員(千葉の会)の指導 

血液センター 
 

献血開催企業,大学,官庁と調整 
採血､問診(医師、看護師) 

検体運搬、分析 

千葉の会 
  

品質の向上に努め 
顧客ニーズに合った製品を、 

経済的・安定的に 
提供する。 

千葉県 
開催支援 
「協議会」 
「三者会」 

千葉の会 
  

県,財団,ｾﾝﾀｰと調整 
登録会取りまとめ 
登録者案内､説明 

 

登録会開催時 

「協議会」：千葉県造血幹細胞移植推進協議会 １回／年 

「三者会」：県、血液センター、千葉の会の実務打合せ会議 １～３回／年 

   普及啓発 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

１９年度の総括 

◆千葉県内のドナー助成制度導入は、５４市町村中３７市町が導入。導入率６９％。 
◆ドナー休暇制度導入活動では、１８年度に千葉県知事名で県内経済関係６団体に依頼書 
  を出状。当会は 「千葉県経営者協会」等に依頼した。１９年度は導入を更に推進した。 
◆１１月３０日（土）、成田市文化芸術センターで「骨髄バンクチャリティ  コンサートと落語会」 
  を開催。入場者２１７名。護摩焚き、精進料理の会食も行い盛況だった。 
◆５月３日（祝金）～５日（日）、幕張メッセ  フリーマーケットで３日間連続で献血併行型 
 登録会を開催した。登録者２９名、 説明受講者１０名、献血者４１３名。延べ１６名が説明 
 員等で活動した。  
◆市原市役所、浦安市役所、大多喜町役場等８箇所で「いのちの輝き展」を開催した。 
◆１１月９日（土）、１０日（日）、代々木公園でスノーバンク（東京雪祭）登録会を関東４団体 
  と共催した。 登録者１１２人、献血者２３６名だった。  
◆都道府県別の千葉県のドナー登録者数は、１ランク上がり１２位となった。  
  対象人口千人当りにおける登録者は、全国ワーストは３ランク下がり ７位になった。 
◆ケア帽子製作は、日赤奉仕団の方々の支援を受け順調。９病院へ５００個寄贈した。 
◆登録者減対応で献血併行型登録会の年間回数を２３５回→３３２回→３６９回と増 
  加した。登録者は８６５名→９３８名→１，５２２名と増加。一方献血ルームでは 
  登録者は５５０名→１,３７９名→７８１名と陰りが見え、対策が必要。 
◆２月８日（土）、ライオンズクラブ国際協会333-C地区研修会で講演した。 
◆説明員増を図るため１１月１０日（日）、もみのき薬局で講習会を開催。説明員１１名増。 
  ２月８日（土）、１３日（木）、１８日（火）、千葉県生涯大学校京葉学園で説明員募集 
  説明会（参加者計２６７名）を開催。 
◆２月１４日（金）、日赤献血、登録部門と献血併行登録会の課題について打ち合わせた。 
◆中国武漢発祥のコロナウイルスが、日本中に蔓延し、登録会を感染防止対応で実施。 9 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

骨髄バンク／日本の現状 

◆日本では毎年約１０,０００名が、白血病や再生 
 不良性貧血という重い血液の病気を発病。   

◆薬で治癒しない約２,０００名が、移植を希望 

◆日本のドナー（骨髄提供者）の登録者は 
 ２０年３月末で 
  ５２９,９６５名（千葉県１８,０３２名）  

◆日本骨髄バンクを介して移植を希望した患者さん 
 の約６０％弱しか移植を受けられていません。全 
 ての患者さんが移植を受けられるようにするため、 
 今後も一人でも多くの方のドナー登録が必要です。 
  千葉県新目標 ２０,０００名 
 → ドナー登録会を多く開催（献血時の声掛けが重要）  

骨髄バンクの紹介 

10 



千葉骨髄バンク推進連絡会 骨髄バンクの紹介 

※移植率は、年間の新規患者登録数に対する移植数（国内ドナー＋海外ドナー）の割合 
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1人以上の適合ドナーが見つかる患者さんの比率 
 

実際に移植を受けられる患者さんの比率 

国内患者のＨＬＡ（白血球の型）適合率と移植率 

日本赤十字社、日本骨髄バンク調べ 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

◆登録者数は過去最高だった０６年以降、広告機構広報が無くなった 
 影響等で１５年まで減ったが、広報活動や登録会開催の強化等で 
 回復。１９年は池江さん効果で激増。１９年１２月末、累計527,221人 。 

全国のドナー登録者数実績 

骨髄バンクの紹介 
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１９年１２月末累計 ５２７，２２１人 

累計数 
年間登録者数 

激増 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

全国の骨髄・末梢血幹細胞移植実績 
１９年１２月末累計 ２３，９４７例 

◆年間移植数（暦年）は､１３年に過去最高（１,３６０例）を更新。 
  その後、さい帯血移植の増加等の影響もあり若干減少傾向。 
  １９年１２月末、累計23,947例。  

骨髄バンクの紹介 

累計 

年間移植数 
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全国の造血幹細胞移植実績 

骨髄バンクの紹介 

１９年１１月２８日 第５６回 （厚生労働省）造血幹細胞移植委員会資料 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

１９年度千葉県のドナー登録実績 

骨髄バンク／千葉県の現状 

              献血ルーム    献血併行      他       計  
１７年度            ５５０人    ８６５人(235回)   ２５人   １,４４０人 
１８年度      １,３７９人    ９３８人(332回)  ７３人   ２,３９０人 
１９年度        ７８１人 １,５２２人(369回)   ４２人   ２,３４５人  
◆18年度のルームは池江璃花子さん効果。19年度は併行の頑張。ルームの努力要す。 15 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

１３年度は、献血併行登録者数が激減。 
１４～１７年度は、献血併行回数増やし、改善。 
１８年度は、池江璃花子さん効果で増加。 

１９年度は、ルーム、池江反動で減。併行は努力で増。  

千葉県の年度別登録者数と登録会回数 

骨髄バンク／千葉県の現状 

２０年度の献血併行登録会 ３６９回 

２０年度の登録者 総合計  ２，３４５人 

16 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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都道府県別 ドナー登録者数  

骨髄バンク／千葉県の現状 

2020年1月末現在 

総登録者数：５２８,１１９人 

◆千葉は13～18年14位、19年13位、20年12位にアップ。 
◆東京1位、埼玉2位、神奈川6位変わらず。 
◆沖縄は１9年の3位から20年5位にダウン。   



千葉骨髄バンク推進連絡会 

都道府県別 ドナー登録者割合比較 

骨髄バンク／千葉県の現状 

全国平均 ９．４０ 

2020年1月末現在 

対象人口千人当りにおける登録者（人） 

◆千葉県のドナー登録者割合は、昨年から３ランク下がり全国ワースト７位。 
（全国ワースト：19年7位、18年10位、17年7位、16年6位、15年5位、14年7位、13,12年8位） 
◆沖縄は、他を凌駕する１位（37.22）継続。  18 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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都道府県別 骨髄液提供者数 
2020年1月末現在 

◆千葉県の骨髄液提供者数は、１３年から 

 ベスト９位。（12,11年８位､10年７位） 

骨髄バンク／千葉県の現状 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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2019年度(令和元年) 第29回総会 
(船橋市19.5.12 船橋市勤労市民センター) 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

会場の船橋市勤労市民センター 梅田会長挨拶 １８年度業務報告、１９年度予算説明 

活発な質問と意見交換 牛島監事による監査報告 梅田会長 １８年度活動実績報告 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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日本骨髄バンク推進全国大会 (19.9.21 長野市アクティーホール) 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

◆参加者 ３５０名 

小寺日本骨髄バンク理事長挨拶 

移植体者講演（笠原千夏子さん） 

会場の長野市アクティーホール 
  木下ほうかさん 

アンバサダー就任式 

シンポジウム（ドナー登録者数全国ワーストからの脱出作戦会議！） 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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全国骨髄バンク推進連絡協議会 全国大会2019 
(19.5.18 山形県天童ホテル) 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

 会場の天童ホテル 
野田聖子 骨髄・さい帯血バンク 

議員連盟会長挨拶 

心のバリアフリーセミナー加藤健一氏 パネルディスカッション②   田中重勝理事長挨拶 

◆参加者 ３００名 
◆全国大会2020（20.5.30）は、コロナのため縮小開催となった。 

パネルディスカッション① 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

骨髄バンクチャリティ コンサートと落語会① 
       (19.11.30 成田市文化芸術センターで開催） 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

新勝寺光輪閣で精進料理 

林家彦星さんの落語 

成田山公園の紅葉 

三戸 素子さん、小澤 洋介さん、 
   高田 匡隆さんの演奏 骨髄移植体験談 

 ◆精進料理105名、入場者217名、協賛店39社と盛況だった 

骨髄バンクチャリティ コンサートと落語会②        

      (19.11.30 成田市文化芸術センターで開催） 

桂右女助師匠の落語 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

ケア帽子の寄贈と展示 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

 ケア帽子と一緒に寄贈した手作りグッズ 

◆18年度は、10病院に520個寄贈 

◆19年度は、9病院へ500個寄贈 

 手作りのケア帽子 JR姉ヶ崎駅ギャラリーでの展示 

（18.10.1～10） 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

     いのちの輝き展 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

 20.1.7～26 大網白里市  19.11.5～20 浦安市役所   

 19.4.30～5.13 君津中央図書館 

 19.12.13～19 習志野市   

 19.11.1～25 市原市役所    19.10.27～11.3  八街図書館
ホール   
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

27 

関東・甲信越地区ブロックセミナー(20.2.29 こくみん共済COOP東京会館 新宿） 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

 会場の「こくみん共済COOP東京会館 」 

 ◆全国協議会、千葉、東京、神奈川、埼玉、新潟、沖縄のボランティア１９名が参加 

 熱心な報告と討議 

  田中全国協議会理事長の説明 

 活発な意見 

 熱心な報告と討議 

 活発な意見 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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野田夏まつり躍り七夕で普及啓発と説明会(19.8.3～4) 

イベントで普及啓発 

◆
説
明
受
講
者 

６
名 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

箱根駅伝で普及啓発(20.1.2、3) 

イベントで普及啓発 

 ２、３日の田町の様子 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

30 

ライオンズクラブ国際協会333-C地区研修会での講演 
                (20.2.8 千葉県経営者会館） 

千葉骨髄ﾊﾞﾝｸ推進連絡会の紹介 

 会場の千葉県経営者会館 講演の様子 

講演を聞くライオンズの皆さん 

参加者 １２０名 

講演の様子 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

献血併行登録会（登録手続きの流れ） 

         

◆受付：献血受付で献血手続き書類を記入後、登録 

     受付をします。 

◆説明：説明員（弊会ボランティア）が、 「登録手続き」 

     記入要領を説明し、記入頂きます。 

◆問診、採血：千葉県赤十字血液センターの医師が 

     問診をし、看護師が採血します。（献血用とは 

     別に２ｍｌ採血して登録は終わりです） 

◆献血：血液センターの献血会場、献血車で 

      献血下さい。 

◆ドナーカード：説明終了時にお渡しします。 

 （万が一問診で不適と判定された場合は返却下さい）  

全工程で１５分程度かかります 

献血併行登録会 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

１９年度の千葉の種類別献血併行登録会実績 

献血併行登録会 

登
録
会
回
数 

 月 

◆19年度の登録会回数は、過去最高の369回になった。 
◆大学での開催に力を入れている。69回開催した。 
◆県市町村127回、献血ルーム66回、ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ69回。 
◆2,3月はコロナの影響で登録会がかなりｷｬﾝｾﾙされた。 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

33 

説明員募集 

 京葉学園での説明会120名（20.2.13） 

もみのき薬局での説明員講習会開催（19.11.10） 

◆もみのき薬局での講習会で説明員１１名増。（19.11.10） 

◆千葉県生涯大学校京葉学園で説明員募集説明会(計267名)開催。(20.2.8､13､18) 

 千葉県生涯大学校京葉学園 

献血併行登録会開催増に対する説明員増対応 

 京葉学園での説明会120名(20..2.18） 

もみのき薬局で 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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SNOWBANK PAY IT FORWARD 2019（東京雪祭）で登録会と普及啓発    
      (19.11.9～10 代々木公園） 

イベントと登録会 <イベント会場で> 

 スノーボーダーの滑り 

 登録者が次から次へ 

 開始前のミーティング 

 ステージでの演奏 

 ゲレンデに多くの観客が 

◆登録者１１２名、献血者２３６名。総責任者 梅田 
◆千葉、東京、神奈川、埼玉のボランティア４団体が協働 

 普及啓発活動、グッズ販売 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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幕張メッセどきどきフリーマーケット2019 
 での普及啓発と献血併行登録会(19.5.3～5) 

      <イベント会場で> 献血併行登録会 

  

 ５日の参加者  お客さんで混合う会場 

 献血の呼びかけ  多くの方が登録に 

 ４日の参加者 

◆登録者２９名、説明受講者１０名、献血者４１３名 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

献血併行登録会 

大学での献血併行登録会 

日本大学生産工学部  
（19.7.8） 

城西国際大学 
（19.4.１6、17） 

明海大学   
（19.4.23）         

順天堂大学さくらキャンパス   
（20.1.16）         

神田外語大学        
（19.11.14、15）         

植草学園短期大学 
（19.10.8）         

36 

◆若いドナーを募集するため大学開催に力を入れている。 
◆新たな大学での開催を増やしている。 
◆19年度は６９回開催した。（昨年度は50回） 

   千葉大学 
  （19.7.8～12） 

千葉工業大学新習志野 
     （19.4.9） 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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献血ルームでの献血併行登録会  

献血併行登録会 

津田沼献血ルーム（19.7.22） 船橋献血ルームフェイス（19.4.24、6.27） 

柏献血ルーム（19.9.21、20.1.25） モノレールちば駅献血ルーム（20.2.13、20） 

◆献血ルームで ５～９回／月 開催している。 
◆19年度は６６回開催した。（昨年度は58回） 

松戸献血ルーム（19.7.18） 



千葉骨髄バンク推進連絡会 
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千葉市役所（19.9.11） 千葉県庁（19.12.26～27、20.1.6～7） 

船橋市役所（19.8.26） 鴨川市役所（19.8.1） 

◆県市町村での開催を強化している。 
◆19年度は１２７回開催した。（昨年度は133回） 

柏市役所（19.5.10） 

県市町村役場、保健センターでの献血併行登録会 

献血併行登録会 

浦安市役所（19.10.25） 
君津市保健福祉センター 

（20.1.28） 



千葉骨髄バンク推進連絡会 献血併行登録会 

ショッピングセンターでの献血併行登録会 
イオンタウン七光台 
   （19.9.29） 

イトーヨーカドー四街道店   
（19.4.14） 

ショッピングセンター
サンモール （20.1.26）         

イオンモール幕張新都心 
    （19.11.17）         
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◆不特定多数の方が集まるショッピングセンターでの 
 開催を強化している。 
◆19年度は６０回開催した。（昨年度は56回） 

ユニモちはら台 
  （19.9.7） 

イオンモール千葉 
ニュータウン （19.6.1） 

フルルガーデン八千代 
    （20.2.8）  

ジョイフル本田君津店 
   （20.1.20.） 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

企業での献血併行登録会  

献血併行登録会 

住友化学袖ケ浦地区 
（20.1.16） 

マブチモータークラブ
（19.2.6） 

◆開催が少なかったので新会場を開拓し、強化した。 

◆19年度は１７回開催した。（昨年度は6回） 
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荏原製作所富津 
（19.4.2） 

日本製鉄君津
（19.4.15） 

富士通幕張システム 
ラボラトリー（19.6.27） 

カインズホーム茂原店
（19.6.30） 

ワールドビジネス 
ガーデン（19.12.26） 

日本製鉄本部 
（19.8.20） 



千葉骨髄バンク推進連絡会 

ライオンズクラブとの献血併行登録会 

献血併行登録会 

◆献血活動に経験があるライオンズクラブとの 
 協働活動を強化し、新たな交流を開拓したい。 

ＪＲ新浦安駅前 
（19.5.12） 

習志野市役所（19.2.1） 
茂原市保健センター   
   （18.1112） 

旭市保健センター  
   （19.2.13） 
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ＪＲ新浦安駅前 
（19.5.17） 

ＪＲ新浦安駅前 
（19.6.8～9） 

ＪＲ新浦安駅前 
（19.8.10） 

ＪＲ新浦安駅前 
（20.2.9） 



千葉骨髄バンク推進連絡会 今後の課題 

   骨髄バンクの今後の課題 

課題 
 骨髄移植を希望した患者さんの６０％弱しか 
 移植を受けられない。 
  
原因 

ドナーの原因 

2018年度調査 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 今後の課題 

      課題への方策 

方策（ドナーが原因の対応） 

◆都合つかず ⇒ 休めない 

  ドナー助成制度導入、ドナー休暇制度導入 

◆連絡取れず ⇒ ドナーリテンション 

  登録者の提供意思の維持 

◆家族の同意なし ⇒ 普及啓発、広報等の強化 

◆その他 

  ＊ドナー登録者減（ドナー定年増） ⇒ 登録会増 

   ＊健康理由 ⇒ 若年層ドナー増 

    大学での登録会増 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

 千葉県のドナー助成制度の現状① 

◆千葉県内のドナー助成制度導入の市町村（20年1月27日現在） 
  ＊54市町村中、37市町が導入。導入率69％。  
  ＊習志野市： ドナーに１０万円/回、ドナーの勤務する会社に５万円/回  
  ＊船橋市：ドナーに２万円/日（７日上限）、ドナーの勤務する会社に１万円/日（７日上限） 

◆ドナー助成制度を制定している都道府県（20年2月14日現在） 
  41都府県626町村、1団体（高知県黒潮ライオンズクラブ） 
  ①埼玉県（63全市町村で導入）、②東京都（50）、③愛知県（41）、④岐阜県（39）、 
  ⑤千葉県（37）、⑥群馬県（35全市町村で導入）、山形県（35）、⑧茨城県（31）   
   
◆千葉県の助成補助制度の概要 
 ＊同制度（事業）は、17年8月4日導入され、17年4月に遡って適用された。 
   骨髄・末梢血幹細胞移植の促進のため、①ドナー及び②そのドナーの従事する 事業所 
   に対して市町村が助成金を交付した際に、その金額の1/2を補助する制度。   

◆千葉県内の最近最近9年間の骨髄提供者数  
  19年度：46人、18年度：46人、17年度：52人、16年度：47人、15年度：43人、14年度：55人、 
  13年度：55人、14年度：46人、13年度：44人 （概ね人口約12万人当たり1人の提供者）  

ドナー助成今後の課題 

◆ドナー助成制度とは 
  平成23年度に新潟県加茂市で初めて導入されて以来、全国の自治体が導入する 
  骨髄提供者を支援するための骨髄移植ドナー支援事業助成金制度。 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 ドナー助成今後の課題 

千葉県のドナー助成制度の現状② 

◆市町村の役所、健康福祉センター等の施設で献血併行登録会を開催 

 したとき、会員が直接市町村の担当に導入をお願いしている。 

◆県議会議員、市議会議員に面談し、導入をお願いしている。 
45 

関東７都県の骨髄バンク・ドナー助成制度導入状況  

    令和２年２月１４日現在 

  市町村数 ドナー助成制度 

導入数 

導入率

（％） 

県の補助制度導入時期 

1 埼玉県 ６３ 全市町村 １００ 平成２６年度から 

1 群馬県 ３５ 全市町村 １００ 平成２８年度から 

3 東京都 ６２（２３区含む） ５０ ８１ 平成２７年度から 

4 栃木県 ２５ 1９ ７６ 平成２９年度から 

5 茨城県 ４４ ３１ ７０ 平成２８年度から 

6 千葉県 ５４ ３７ ６９ 平成２９年度から 

7 神奈川県 ３３ １８ ５５ 平成３０年度から 

   （注）全国では６２６市区町村が導入。 



千葉骨髄バンク推進連絡会 ドナー助成今後の課題 

千葉県のドナー助成制度の現状③ 

  未導入の市町村 
 

栄町、神崎町、香取市、 

八街市、富里市、芝山町、 

多古町、銚子市、横芝光町、 

長柄町、長南町、長生村、 

一宮町、富津市、鋸南町、 

勝浦市、御宿町 

 

   以上１７市町村   
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千葉骨髄バンク推進連絡会 ドナー休暇今後の課題 

◆ドナー休暇助成制度導入は、ドナーの環境整備の観点から国が 
 １９年度予算で支援することになり、国会答弁で安倍首相も 
 言及している。（一般企業の導入率は大企業の数％に留まる） 

千葉県でのドナー休暇助成制度導入について 

◆ドナー休暇制度 
  骨髄・末梢血幹細胞提供をする場合、提供までに8回前後、平日の日中に医療機関へ 
  出向きます。その日数を、ドナー自身の有給休暇を使うのではなく、勤務先がその休日 
  を特別休暇として認めるのが「ドナー休暇制度」です。   
   
◆ドナー休暇制度導入活動 
 ＊１８年５月に千葉県知事名で県内の経済関係6団体に「ドナー制度導入の整備・広報」 
   について依頼書を出状頂きました。 
 ＊１８年５月に薬務課長名で県内各商工会議所会頭に「ドナー制度導入の整備」について 
   依頼書を出状頂きました。 
 ＊千葉の会では、上記を受けて 「千葉県経営者協会」を訪問し、導入依頼をしました。 
   その結果同会の会報442号に休暇制度の記事が掲載されました。他に「千葉県中小 
   企業家同友会」、「千葉県中小企業団体中央会」、「千葉県商工会議所連合会」を 
   訪ね、導入依頼をしました。 
 ＊千葉の会では１９年も引き続き県議会議員、市議会議員と面談し、経済関係団体への 
   働き掛けをお願いしています。 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

 ドナー環境整備 (18.12.20 厚生労働省 第54回造血幹細胞移植委員会） 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

 若年層ドナー登録者確保対策 
     (18.12.20 厚生労働省 第54回造血幹細胞移植委員会） 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

  SMSを活用したドナーリテンション策 
（住所不明保留者への対応）19.11.28 厚生労働省 第56回造血幹細胞移植委員会） 
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千葉骨髄バンク推進連絡会 

１．県内のドナー助成制度未導入の市町村に引き続き導入を促進頂きたい。 
２．ドナー休暇制度導入は、引き続き県内経済関係団体へ今年度も働きかけ頂きたい。 
３．ドナー定年者が毎年２万人／年 いる対策として、献血併行登録会を１９年度は３７０回 
  開催見込みだが、説明員手配に苦慮している。１９年度は説明員研修会開催の紹介を 
  頂いたが、千葉の会も高齢化が進んでいることから薬務課で研修会を開催を頂きたい。 
４．薬務課所管に「千葉県献血推進協議会」があるが、委員に「ドナー登録推進」の協力 
  要請をして頂けないか。 
５．献血併行登録会について日赤献血部門、登録部門と課題の対応を打ち合わせた。 
  引き続き開催継続のフォロー頂きたい。 
 （1）登録会場の効率運用と改善 
  ①登録者の少ない会場は、間隔を空ける 
  ②自衛隊、消防学校での開催復活 
  ③新たな大学、ショッピングセンター開拓 
  ④献血併行登録会会場の日赤、千葉の会の行動マニュアルの完成。 
  ⑤献血ルームは、１８年度の池江璃花子さん効果の陰りが出ているので、努力願いたい。 
 （2）献血時の登録会開催の声掛けの徹底 
６．今年はアクアラインマランがあるが、今回も普及啓発活動に支援頂きたい。 
７．今年の「コンサートと落語会」は、１１月２１日（土）に成田市文化芸術センターで行う。 
  広報で支援願いたい。 51 
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